
平素は格別のご支援を賜り厚く
御礼申しあげます。
当社は、2024年12月31日をも
ちまして、第64期事業年度（2024
年１月１日から2024年12月31日
まで）を終了致しましたので、この
期間の事業の概況をご報告申しあ
げます。
当事業年度におけるわが国経済
は、一部に足踏みが残るものの、
緩やかに回復し、雇用・所得環境
が改善する下で、各種政策の効果
もあって、緩やかな回復が続くこ
とが期待されます。一方で欧米にお
ける高い金利水準に伴う影響や、
中国経済の先行き懸念など、海外

景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなってお
ります。
当社を取り巻く環境といたしましては、主要取引業種の外
食産業にあっては、原材料や人件費が高騰する中、消費者の
節約志向の高まりなどにより、引き続き厳しい経営環境であ
りました。
このような環境のもと、自動洗浄機能付きスチームコンベ
クションオーブンをラインアップに拡充し、外食産業におけ
る人手不足への対応をサポートしてまいりました。

また、４枚小扉スライド冷蔵庫が、グッドデザイン賞を受賞
したことを記念し、製品の拡販を目的とした受賞記念キャン
ペーンを実施するなど、販売促進施策に取り組んでまいりま
した。
今後も市場の人手不足が続くことが見込まれる中、省力
化・省人化への対応や衛生管理・HACCP対応等で店舗運営を
トータルサポート出来る総合厨房メーカーを目指して取組を
強化してまいります。
その結果、当事業年度の業績につきましては、売上高479
億３千８百万円（前期比4.3％増）、営業利益80億７千６百万
円（前期比0.8％減）、経常利益79億５千９百万円（前期比0.4
％減）、当期純利益54億４千１百万円（前期比1.7％減）とな
りました。
品目別の状況は次のとおりであります。
製品の売上高は、前期比8.6％増の269億５千５百万円であ
り、総売上高に対する構成比は56.2％となっております。
なお、主な製品は、厨房用縦型冷凍冷蔵庫、店舗用縦型�
ショーケース、厨房用横型冷凍冷蔵庫、製氷機であります。
商品の売上高は、前期比0.0％減の113億１千４百万円であ
り、総売上高に対する構成比は23.6％となっております。
なお、主な商品は、店舗設備機器、厨房設備機器、店舗設
備工事であります。
また、点検・修理その他の売上高は、前期比1.7％減の96
億６千８百万円であり、総売上高に対する構成比は20.2％と
なっております。

代表取締役社長

尾﨑 敦史
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単位（百万円）資産の部

前期末
（2023年12月31日現在）

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

11,193

160

12,312

当期末
（2024年12月31日現在）

資産合計
93,566

流動資産
69,259

固定資産
24,306

資産合計
92,203

流動資産
68,536

固定資産
23,667

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

12,599

241

11,465

単位（百万円）負債の部

前期末
（2023年12月31日現在）

当期末
（2024年12月31日現在）

負債・
純資産
合計

93,566

負債合計
25,282

純資産合計
68,284 株主資本

評価・
換算差額等

68,135

148

流動負債

固定負債
24,861

421

負債・
純資産
合計

92,203

負債合計
27,924

純資産合計
64,278 株主資本

評価・
換算差額等

64,175

103

流動負債

固定負債
27,507

417

貸借対照表

スライド扉冷蔵庫<4枚小扉仕様>が
2024年度グッドデザイン賞受賞

　動線問題の解決、小扉による利便性と省エネ性の向上、スライド取手のデザイン、遠隔温度管理システムなど利用者への配慮
が評価されました。当社では、これからもユーザーの視点に立ったデザイン性・機能性に優れた製品開発を目指してまいります。

グッドデザイン賞

【審査委員の評価】

　厨房区画の動線問題の一つである、冷蔵庫の開閉スペースの課題を独自の技術によって解決しており、他社での類似製
品がほとんど見られない点を高く評価した。以前の自社製品は上下一枚扉であったが、上下二枚に分かれることにより、
利便性と省エネ性も大幅に向上している。ドア取手のデザインも断熱性能を確保しながら扉の厚みの中で処理されており、
スライド取手の最適解を見出している。また、前面からのフィルター清掃や、遠隔温度監視システムなど利用者の目線に
立った細かな配慮も高く評価した。



損益計算書 キャッシュ・フロー計算書
単位（百万円） 単位（百万円）

当期
2023年１月１日から
2023年12月31日まで

売上高

43,942

売上
総利益

24,450

営業
利益

6,985

経常
利益

6,866

税引前
当期
純利益

6,867

当期
純利益

4,446

売上高

45,969

売上
総利益

26,134

営業
利益

8,137

経常
利益

7,989

税引前
当期
純利益

7,989

当期
純利益

5,537

( )
当期

2023年１月１日から
2023年12月31日まで( )

前期
2022年１月１日から
2022年12月31日まで( )

現金及び
現金同等物
の期首残高

53,667

営業活動
による
キャッシュ・
フロー

8,891

投資活動
による
キャッシュ・
フロー

△1,217

財務活動
による
キャッシュ・
フロー

△1,475

現金及び
現金同等物
の期末残高

59,866

自然冷媒対応機器の取り扱いを開始※

※2025年3月以降順次発売予定

●温度化係数が低く、自然界にもとより存在
　　している物質のため、地球環境にやさしい。

●フロン排出抑制法の対象外のため、機器の
　　修理や廃棄時に管理義務不要。

自然冷媒（R600a・R290）

0

3

0

1430

オゾン破壊係数

（ODP）

地球温暖化係数
（GWP）

［CO₂を１とした場合］

自然冷媒

（R600a・R290）

当社従来機

代替フロンR134a

※GWP値は、国連環境計画（UNEP）「OzonAction Kigali Fact Sheet 3」より

自然冷媒

大和冷機工業は大阪・関西万博に運営参加ブロンズパートナーとして協賛します

などのスタッフ用控室に当社製品を設置し、会場運営を全面的にサポートします。私たちは、「社会の繁栄に貢献

する」という経営理念のもと、大阪・関西万博が掲げる「いのち輝く未来社会のデザイン」 のテーマに共感し、食の

安心・安全を守りながら未来の発展に取り組んでいきます。
©Expo 2025

２０２５年４月から１０月まで大阪・夢洲で開催される２０２５年日本

国際博覧会（大阪・関西万博）の運営参加にブロンズパートナーと

して協賛します。来場者が快適に過ごせる会場づくりを行うため、

業務用冷蔵庫や冷蔵ショーケース、製氷機などを無償貸与します。

警備や医療、衛生、消防、防災、ボランティア、清掃、チケット販売

▲厨房用冷凍・冷蔵庫 ▲コールドテーブル ▲カウンターショーケース

損益計算書 キャッシュ・フロー計算書
単位（百万円） 単位（百万円）

当期
2024年１月１日から
2024年12月31日まで

売上高 売上
総利益

営業
利益

経常
利益

税引前
当期
純利益

当期
純利益

売上高

47,938

売上
総利益

27,030

営業
利益

8,076

経常
利益

7,959

税引前
当期
純利益

7,960

当期
純利益

5,441

45,969

26,134

8,137 7,989 7,989
5,537

( )
当期

2024年１月１日から
2024年12月31日まで( )

前期
2023年１月１日から
2023年12月31日まで( )

現金及び
現金同等物
の期首残高

59,866

営業活動
による
キャッシュ・
フロー

3,448

投資活動
による
キャッシュ・
フロー

△2,449

財務活動
による
キャッシュ・
フロー

△1,479

現金及び
現金同等物
の期末残高

59,386



金融機関
19名 0.69% 

その他の法人
57名 2.08% 

外国法人等
154名 5.62% 

金融商品取引業者
23名 0.84%

自己名義株式
1名 0.03%

個人・その他
2,488名 90.74%

金融機関
9,339,808株 
18.06% 

その他の法人
15,422,495株 
29.82% 

外国法人等
12,368,489株 
23.92% 

金融商品取引業者
321,997株

 0.62%

自己名義株式
2,353,592株

 4.55%

個人・その他
11,910,834株

 23.03%役員

株主メモ

執行役員

１．�取締役��出納美宏、添田千夏、峠田晃宏、中西美里、古谷英司の５氏は、社外取締
役であります。

２．監査役　加茂昌輝、西村博史の両氏は�、社外監査役であります。

（注）

商 号 大和冷機工業株式会社
英 文 名 DAIWA�INDUSTRIES�LTD.
資 本 金 9,907,039,049円
発行可能株式総数 84,000,000株
発行済株式総数 51,717,215株（自己株式　2,353,592株を含む）
期 末 株 主 総 数 2,742名
大 阪 本 社 大阪市天王寺区小橋町３番13号　

大和冷機上本町ＤＲＫビル
東 京 本 社 東京都台東区台東２丁目４番３号　

大和冷機秋葉原ＤＲＫビル
佐 伯 工 場 大分県佐伯市大字長良3325番地６
福 岡 工 場 福岡県太宰府市大字北谷字岸田206番地６
関東大利根工場 埼玉県加須市豊野台１丁目345番地５
従 業 員 数 2,372名
事 業 内 容 ●��冷凍･冷蔵庫、ショーケース、製氷機、自販機及

び冷熱応用製品の製造販売及びリース並び
に点検修理

●��冷熱機器の設備の工事及び各種部品の製
造販売並びに点検修理

●��厨房機器、装置、部品の製造販売及びリース並
びに点検修理

●��店舗・厨房の企画、設計及び施工

事 業 年 度 毎年１月１日から12月31日まで
期末配当金受領
株 主 確 定 日

12月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日

6月30日

定 時 株 主 総 会 毎年３月
株主名簿管理人 特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内１丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

特別口座の口座管理機関連絡先
大阪市中央区伏見町３丁目６番３号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話�0120-094-777�(通話料無料)

上場証券取引所 東京証券取引所　プライム市場
公 告 の 方 法 電子公告により行う

（公告掲載ＵＲＬ　https://www.drk.co.jp/）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。

代表取締役社長 尾　﨑　敦　史
取 締 役 副 社 長 尾　﨑　雅　広
専 務 取 締 役 杉　田　壽　宏
取 締 役 小　𠩤　真　一
取�　� 締��　 役 出　納　美　宏
取 締 役 添　田　千　夏
取 締 役 峠　田　晃　宏
取 締 役 中　西　美　里
取 締 役 古　谷　英　司
常 勤 監 査 役 赤　壁　誠　司
監 査 役 加　茂　昌　輝
監 査 役 西　村　博　史

社 長 執 行 役 員 尾　﨑　敦　史
副社長執行役員 尾　﨑　雅　広
専 務 執 行 役 員 杉　田　壽　宏
執 行 役 員 小　𠩤　真　一
執 行 役 員 長谷川　敬　一
執 行 役 員 足　達　俊　介
執 行 役 員 城　　　秀　人

会社の概況 2024年12月31日現在 株式分布状況 2024年12月31日現在

（2025年３月28日現在）

（2024年12月31日現在）

（2025年３月28日現在）

(ご注意)
１.��株主様の住所変更、買取請求その他各種のお手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関(証券会社等)で承ることになっております。口
座を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理人(三菱
UFJ信託銀行)ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２.��特別口座に記録された株式に関するお手続きにつきましては、特別口座管理機
関の三菱UFJ信託銀行にお問合わせください。

３.��未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の全国本支店でお支払いた
します。

株主数別
分布状況

株式数別
分布状況

大阪市天王寺区小橋町３番13号　
大和冷機上本町ＤＲＫビル
https://www.drk.co.jp/


